
 

   

 

 

 

 

 

 
  

 

   

 

 
  

 
  

   

 

 
  

  

 
(注) 当四半期における配当予想の修正有無 ： 無 

  

 

 
(注) 当四半期における業績予想の修正有無 ： 無 
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(百万円未満切捨て)

1. 平成23年３月期第２四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)
(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第２四半期 7,311 53.1 262 ― 260 ― 162 ―

22年３月期第２四半期 4,776 32.4 △46 ― △48 ― △163 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第２四半期 7. 73 ―

22年３月期第２四半期 △7. 47 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第２四半期 12,816 6,804 53.1 434. 33

22年３月期 12,841 8,231 64.1 372. 30

(参考) 自己資本 23年３月期第２四半期 6,804百万円 22年３月期 8,231百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 0. 00 ― 2. 00 2. 00

23年３月期 ― 0. 00

23年３月期(予想) ― 4. 00 4. 00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,281 35.5 313 ― 666 ― 331 ― 14. 97

橋本美和
新規スタンプ



  

 
(注) 連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）３ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.4「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期２Ｑ 22,806,900株 22年３月期 22,806,900株

② 期末自己株式数 23年３月期２Ｑ 7,140,410株 22年３月期 697,311株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期２Ｑ 20,982,868株 22年３月期２Ｑ 21,875,436株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジア新興諸国の経済成長に伴う輸出や生産の回

復により堅調な動きをみせ、また、経済対策の効果などによる個人消費の持ち直しなど景気は緩やかな

回復基調となってきておりましたが、依然設備投資は下げ止まり、厳しい雇用環境は変わらないまま

に、更にここ数ヶ月の間の急激な円高の進行により、景気は再び厳しい様相を呈してきております。 

 当社グループは、前連結会計年度において、従来のランプ事業から事業の幅を広げ、検査・計測装置

の製造及び技術者派遣を中心とする株式会社日本技術センター及び配向膜印刷装置の製造を中心とする

ナカンテクノ株式会社を連結子会社としました。 

当社グル－プの関連市場において、プロジェクター市場では需要低迷が一段落し、依然低価格化の傾

向が続いておりますが、業務用、学校教育用プロジェクタ－等、需要が回復してきました。一方、Flat 

Panel Display市場におきましても、中国を中心としたアジア市場の需要拡大を背景に、タッチパネル

や３Ｄパネルなど、新製品の投入による新たな設備投資を計画するパネルメ－カ－も増え始め、意欲的

な投資環境が続いております。 

このような状況の中、当社グル－プは従来からの顧客の深耕・新規顧客の開拓による売上の拡大を積

極的に図るとともに、営業、技術、生産、調達の連携によるコストダウンに取り組み、価格競争力の強

化に努めた結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は、フェニックス電機株式

会社の増収及びナカンテクノ株式会社の売上が寄与し、前年同期比53.1％増の7,311百万円となりまし

た。   

 一方利益面においては、フェニックス電機株式会社における増収による利益計上によって、急激な円

高による為替差損を吸収し、ナカンテクノ株式会社においては、販売管理費の削減が功奏し、当初計画

を上回る利益を計上したため、期初の業績予想を上回る営業利益、経常利益となりました。 

以上のような結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は7,311百万円、営業

利益262百万円、経常利益260百万円、四半期純利益162百万円となりました。  

 セグメント別の概況は、以下の通りとなります。なお、当期よりマネジメントアプローチによるセグ

メントを採用しております。  

「ランプ事業」につきましては、プロジェクター用ランプの販売が、プロジェクター市場の一昨年の

世界不況による急激な落ち込みからの急回復に伴い、堅調に推移しました。新製品であるＬＥＤランプ

の販売は、第１四半期会計期間に引き続き好調に推移しております。その結果、同事業全体の売上高は

前年同期比42.8％増の3,262百万円となりました。 

 「製造装置事業」につきましては、中国を中心としたアジア市場における、配向膜印刷装置の需要急

拡大に応じるとともに、受注の拡大を図ってまいりました。その結果、同事業の売上高は前年同期比

201.7％増の2,959百万円を計上しております。  

 「検査装置事業」につきましては、前第２四半期連結累計期間に計上していた液晶の光学検査装置は

当期受注がなく、その結果、同事業の売上高は前年同期比72.5％減の181百万円となりました。  

 「人材派遣事業」につきましては、雇用情勢の悪化も一段落し、主として技術者派遣分野のみに集中

しており、派遣者数の増加に伴い、同事業の売上高は前年同期比6.7％増の908百万円となりました。  

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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（資産） 

流動資産は、前連結会計年度末に比べ、33百万円減少しております。主な増減内容は、受取手形及

び売掛金の増加154百万円、棚卸資産の増加117百万円、現金及び預金の減少314百万円等でありま

す。  

 固定資産は、前連結会計年度末に比べ、8百万円増加しております。主な増減内容は、有形固定資

産の増加50百万円、投資その他の資産「その他」(長期未収入金)の減少78百万円、貸倒引当金の減少

97百万円等であります。  

 この結果、総資産は、前連結会計年度末に比べ24百万円減少し、12,816百万円となりました。  

 (負債） 

流動負債は、前連結会計年度末に比べ、1,076百万円増加しております。主な増減内容は、短期借

入金の増加1,200百万円、1年以内返済予定長期借入金の減少172百万円等であります。  

 固定負債は、前連結会計年度末に比べ、326百万円増加しております。主な増加内容は、長期借入

金の増加437百万円及び繰延税金負債の減少72百万円等であります。  

 この結果、負債合計は、前連結会計年度末に比べて1,402百万円増加し、6,012百万円となりまし

た。 

（純資産） 

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて1,426百万円減少し、6,804百万円となりました。これは

主に、四半期純利益の計上等により利益剰余金が118百万円増加した一方で、自己株式が1,539百万円

増加したことによるものであります。 

  

当第２四半期連結累計期間においては、期初計画を大きく上回る結果となりましたが、第２四半期

末以降の急激な円高やこれに伴うわが国経済の先行き等、当社をとりまく事業環境には不透明な要因

が山積しています。このため、平成22年３月期決算発表時（平成22年５月14日）に公表した通期連結

業績予想については現時点での変更は行わないこととし、業績見込みの変更が必要となった時点で直

ちに開示することといたします。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

《簡便な会計処理》 

○法人税等及び繰延税金資産並びに繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付額の算定に関しましては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定

する方法によっております。 

  

会計処理基準に関する事項の変更 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20

年３月31日）を適用しております。なお、これによる損益に与える影響はありません。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

 (1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,685,041 2,999,821

受取手形及び売掛金 2,454,612 2,300,053

商品及び製品 222,716 236,135

仕掛品 1,164,140 1,325,718

原材料及び貯蔵品 755,006 462,691

その他 722,290 682,273

貸倒引当金 △38,248 △8,021

流動資産合計 7,965,560 7,998,673

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,596,554 1,655,767

土地 1,250,227 1,250,227

その他（純額） 1,012,742 903,206

有形固定資産合計 3,859,524 3,809,201

無形固定資産

のれん 234,133 267,580

その他 57,756 39,195

無形固定資産合計 291,889 306,776

投資その他の資産

その他 1,158,297 1,282,179

貸倒引当金 △458,457 △555,751

投資その他の資産合計 699,839 726,427

固定資産合計 4,851,253 4,842,405

資産合計 12,816,813 12,841,078
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,372,495 933,453

短期借入金 1,200,000 －

1年内返済予定の長期借入金 97,020 269,420

未払法人税等 177,143 154,302

前受金 497,895 524,646

賞与引当金 188,091 163,384

製品保証引当金 16,968 13,832

工事損失引当金 113,398 104,545

その他 482,731 905,652

流動負債合計 4,145,744 3,069,237

固定負債

長期借入金 851,340 413,650

繰延税金負債 462,361 534,641

退職給付引当金 168,820 165,380

その他 384,092 426,744

固定負債合計 1,866,614 1,540,416

負債合計 6,012,358 4,609,653

純資産の部

株主資本

資本金 2,133,177 2,133,177

資本剰余金 2,563,867 2,563,867

利益剰余金 3,888,751 3,770,739

自己株式 △1,788,031 △248,126

株主資本合計 6,797,764 8,219,658

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 6,690 11,766

評価・換算差額等合計 6,690 11,766

純資産合計 6,804,454 8,231,425

負債純資産合計 12,816,813 12,841,078
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(2) 四半期連結損益計算書

  【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 4,776,605 7,311,495

売上原価 3,644,574 5,636,918

売上総利益 1,132,030 1,674,576

販売費及び一般管理費 1,178,736 1,411,687

営業利益又は営業損失（△） △46,706 262,889

営業外収益

受取利息 4,162 802

受取配当金 631 966

業務受託料 12,093 65,212

負ののれん償却額 10,793 20,076

雑収入 12,152 21,503

営業外収益合計 39,833 108,561

営業外費用

支払利息 6,804 8,209

投資有価証券評価損 419 1,691

為替差損 34,333 98,483

雑損失 － 2,895

営業外費用合計 41,556 111,279

経常利益又は経常損失（△） △48,429 260,172

特別利益

貸倒引当金戻入額 2,222 －

固定資産売却益 － 133

特別利益合計 2,222 133

特別損失

固定資産除却損 164 229

その他 100 －

特別損失合計 264 229

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△46,470 260,076

法人税、住民税及び事業税 135,750 187,497

法人税等調整額 △18,901 △89,652

法人税等合計 116,848 97,845

少数株主損益調整前四半期純利益 － 162,230

四半期純利益又は四半期純損失（△） △163,319 162,230
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  【第２四半期連結会計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
至 平成22年９月30日)

売上高 3,014,465 3,810,546

売上原価 2,227,642 2,748,930

売上総利益 786,822 1,061,615

販売費及び一般管理費 660,521 675,310

営業利益 126,301 386,305

営業外収益

受取利息 1,473 342

受取配当金 1 2

業務受託料 12,093 8,207

負ののれん償却額 10,793 10,038

雑収入 5,148 16,449

営業外収益合計 29,510 35,039

営業外費用

支払利息 3,365 3,767

投資有価証券評価損 419 1,691

為替差損 25,968 66,338

雑損失 － 1,534

営業外費用合計 29,752 73,331

経常利益 126,058 348,014

特別利益

貸倒引当金戻入額 173 －

特別利益合計 173 －

特別損失

固定資産除却損 － 15

特別損失合計 － 15

税金等調整前四半期純利益 126,232 347,998

法人税、住民税及び事業税 132,415 165,678

法人税等調整額 △33,552 △51,828

法人税等合計 98,863 113,849

少数株主損益調整前四半期純利益 － 234,148

四半期純利益 27,369 234,148
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 (3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△46,470 260,076

減価償却費 191,030 188,946

のれん償却額 22,654 13,371

賞与引当金の増減額（△は減少） 16,853 24,706

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4,215 30,227

工事損失引当金の増減額（△は減少） 13,317 8,852

製品保証引当金の増減額（△は減少） 6,300 3,136

受取利息及び受取配当金 △4,794 △1,769

支払利息 6,804 8,209

為替差損益（△は益） － 27,727

固定資産売却損益（△は益） － △133

固定資産除却損 164 229

売上債権の増減額（△は増加） 551,779 △154,559

たな卸資産の増減額（△は増加） △39,102 △117,317

未収入金の増減額（△は増加） 361,285 82,944

前渡金の増減額（△は増加） － △186,875

仕入債務の増減額（△は減少） △516,443 439,042

未払消費税等の増減額（△は減少） 24,626 87,142

未払金の増減額（△は減少） 4,203 △82,991

前受金の増減額（△は減少） － △26,751

その他 △112,279 △339,298

小計 484,145 264,917

利息及び配当金の受取額 6,372 1,956

利息の支払額 △6,804 △9,134

法人税等の還付額 127,339 2,041

法人税等の支払額 △10,444 △164,570

営業活動によるキャッシュ・フロー 600,607 95,210

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 － △20,000

定期預金の払戻による収入 1,000,000 300,000

有価証券の取得による支出 △500,000 －

有価証券の売却による収入 500,151 －

保険積立金の解約による収入 57,159 36,848

有形固定資産の取得による支出 △88,616 △232,086

有形固定資産の売却による収入 － 138

無形固定資産の取得による支出 △10,296 △25,765

投資有価証券の取得による支出 － △62

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る収入

211,421 －

事業譲受による支出 △1,738,850 －

その他 △33,723 △50,248

投資活動によるキャッシュ・フロー △602,755 8,823
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 1,200,000

長期借入れによる収入 － 500,000

長期借入金の返済による支出 △37,110 △234,710

設備支払手形の増減（△は減少） △17,431 6,469

設備未払金の増減（△は減少） △647 1,621

リース債務の返済による支出 － △28,070

自己株式の取得による支出 △239 △1,539,905

配当金の支払額 △46,526 △44,219

財務活動によるキャッシュ・フロー △101,954 △138,813

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △104,102 △34,780

現金及び現金同等物の期首残高 2,250,675 2,689,821

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,146,573 2,655,041
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該当事項はありません。 

  

 前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 事業区分は、製品の種類・性質、製造方法、販売市場の類似性を考慮し区分しております。  

２ 各区分の主な製品 

(1) ランプ事業 ・・・ プロジェクター用ランプ、一般照明用ハロゲンランプ及びＬＥＤランプ 

(2) 産業機器事業 ・・・ 産業機械、検査・計測装置、配向膜印刷装置、特殊印刷機 

(3) 派遣事業 ・・・ 技術系社員派遣、一般製造社員派遣 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

全セグメントの売上高の合計額に占める「日本」の割合がいずれも100％であるため、記載を省略し

ております。 

  

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

 
(注) １ 国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国または地域 

  ※北米・・・・・米国、カナダ、メキシコ 

  ※その他の地域・・欧州、オセアニア、南米、アフリカ等 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高です。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

（事業の種類別セグメント）

ランプ事業 
(千円)

産業機器
事業 
(千円)

派遣事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社 
(千円)

連結
(千円)

売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

2,283,850 1,641,918 850,835 4,776,605 ― 4,776,605

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― ― 8,872 8,872 △8,872 ―

計 2,283,850 1,641,918 859,707 4,785,477 △8,872 4,776,605

営業利益又は営業損失(△) 15,236 197,454 △25,764 186,926 △233,632 △46,706

（所在地別セグメント情報）

（海外売上高）

北米 アジア その他の地域 計

Ⅰ 海外売上高(千円) 197,241 1,587,200 26,033 1,810,475

Ⅱ 連結売上高(千円) ― ― ― 4,776,605

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

4.1 33.2 0.5 37.9

    ※アジア・・・中国、台湾、香港、マレーシア、シンガポール、インド、サウジアラビア等
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当第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平

成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能

であり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象と

なっているものであります。 

 当社グループは、取り扱う製品・サービス別に包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しており、

これを基礎とした事業の種類別セグメントから構成され、「ランプ事業」、「製造装置事業」、「検

査装置事業」及び「人材派遣事業」の４つを報告セグメントとしております。  

 「ランプ事業」は、 プロジェクター用ランプ、一般照明用ハロゲンランプ及びＬＥＤランプの製

造販売を行い、「製造装置事業」は、配向膜印刷装置、特殊印刷機等の製造販売を行い、「検査装置

事業」は、産業機械、検査・計測装置の製造販売を行い、「人材派遣事業」は、技術系及び一般製造

社員の派遣業務ならびに業務請負業務を行っております。 

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（単位：千円）

 
（注）１ セグメント利益の調整額△251,539千円には、セグメント間取引消去△8,401千円、各報告セグメントに配

分していない全社費用△243,137千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

一般管理費であります。 

   ２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

当社は、平成22年８月30日付で、自己株式立会外買付取引（ToST NeT-3）による自己株式の取得を行

い、6,443千株、1,539,877千円増加しました。この結果、当第２四半期連結累計期間において、単元未

満株式の買取りを含め、自己株式は1,539,905千円増加し、当第２四半期連結会計期間末においては

1,788,031千円となっております。 

（追加情報）

１．報告セグメントの概要

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

報告セグメント
調整額 
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）２ランプ事業

製造装置
事業

検査装置
事業

人材派遣
事業

計

売上高

 外部顧客に対する売上高 3,262,066 2,959,446 181,948 908,033 7,311,495 ― 7,311,495

 セグメント間の内部売上高
 又は振替高

1,991 ― 99,053 43,693 144,738 △144,738 ―

計 3,264,057 2,959,446 281,002 951,726 7,456,233 △144,738 7,311,495

セグメント利益又は損失
(△）

221,161 343,419 △46,263 △3,889 514,428 △251,539 262,889

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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